








要約:喫煙する妊婦や家族などの周囲の喫煙者に対する禁煙指導プログラムの開発にむけ

て、まず一般の喫煙者を対象として、個別指導、グループ指導、およびセルフヘルプ法の

各種禁煙プログラムを考察し、その使い勝手と効果について調べた。その結果、開発した

プログラムがそれぞれの場での使い勝手において特に大きな問題がないこと、禁煙者の割

合が個別指導プログラム 15%(禁煙 3ヵ月後)、グループ指導プログラム 29%(禁煙 3ヵ月後)、

セルフヘルププログラム 23%(禁煙 1 ヵ月後)と、これまでの禁煙プログラムの成績と比べ

ても良好なことが示された。


